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１．米国におけるアイルランド系の人口 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米国国勢調査局の調査では、米国全体で約 9.6％の人がアイルランド系であると回答してい

ます。上の図にも見られるように、同国との距離が近い北東部のニューイングランド地方（ニュー

ハンプシャー州、マサチューセッツ州、ロードアイランド州、バーモント州、メイン州、コネチカット州）

でのアイルランド系人口の比率が特に高く、これらの州では 16～20％程度と高い比率となって

います。 

２．セントパトリックスデーの消費動向 

セントパトリックスデーは、小売業者にとっても非常に重要なイベントの一つであり、その市場規

模は年々拡大しています。全米小売業協会によると、2023 年の同イベントでは、米国の消費者

のうち 61％が何らかのお祝いをすると回答しており、一人当たりの平均消費額は 43.84 ドル、

消費額総計では約 69 億ドルにも上ると推計されています。 

3 月 17 日は、アイルランドにキリスト教を布教した聖人・セントパトリックをお祝いする「セ

ントパトリックスデー（St. Patrick's Day）」でした。米国では、人口の約 10%弱がアイルラ

ンド系の人々であるとされており、特に米国東海岸の州は、過去にアイルランドからの移民が

多く入植していたことから、現在でも同国の存在感が強いほか、ニューヨーク市においても至

る所にアイリッシュパブがあるなど、同国の文化を非常に身近に感じることができます。 

セントパトリックスデーは、アイルランド文化を象徴するイベントの一つですが、米国でも多

くの人々がその祭典を楽しんでおり、経済規模も相応に大きなものとなっています。本稿で

は、米国におけるセントパトリックスデーに関する消費動向や、実際の様子等についてご紹介

します。 
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こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 
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